横の壁に、テロップのような文字が流れはじめた。
ほくはネスだ……ぼくはネスだ……ぼくはいったい、どこへゆくのだろう……ぼくは……
な、なんだこれは……ぼくのこころのなかなのか………いったい………。
そう、テ饗に現れた文穿は、まさしく、たった今ぼくが心の中で思ったことだったのだ!
と、唐突に、どこか懐かしいメロディが流れてくる。メロディと同時に、ママの声が聞こ
えたような気がして……。
ふっと我に返ると、ぽくの持っている音の石が、ルミネホールの音を記憶していた。同時
に、ぽくらの体の中に、新しい力がみなぎる。
◆レベルが7にアップしました。レベルフ対応のHpチエック表に切り替えて…546
650
フハハハハ……おまえらの攻撃もここまでか?
ダイヤモンドドッグが、不敵な笑みをもらした。
「ネス、俺はもう我慢できない!スターストームを使うぞ!」
プーが怒りの声を上げる。しかし、PKスターストームは、体力、精神力ともに消耗度の
高いpSiだ。もう少し様子を見た方がいいかも知れないぞ……。

